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第２章 函館市の路面電車について 

 

１ 交通事業の概要 

（１）交通事業のこれまでの歩み 

 本市の路面電車は，大正 

２(1913)年６月29日に明治

後期から北海道で唯一運行

していた馬車鉄道を電化し

て東雲町～湯の川間を開業

したことに始まります。 

 開業当初に電灯電力供給

事業を行っていた函館水電

株式会社は軌道※事業とバス

事業を運営していましたが，

度重なる運賃の値上げや電

力会社の合併などによって，市民から安定した運営を望む強い声があがり，さ

らには戦時下という当時の社会情勢なども一因となって，昭和18(1943)年，函

館市が軌道事業とバス事業を引き継ぐことになりました。 

 

 その後，函館市の人口の増加

とともに市電の利用者も増え

続け，その需要の高まりから，

昭和26(1951)年からは軌道の

延伸や車両の増強など，軌道事

業は拡大路線を進みました。し

かしながら，この傾向は昭和40

年代に入ると一転し，モータリ

ゼーションの進展による自家

用自動車の普及や市中心部か

ら郊外への住宅地の拡大など

によって利用者が年々減少し続けたため，経営の健全化に向けて路線の縮小や

資産の売却などの様々な対策を実施してきました。 

 

 

 

 

大正２年(開業年)の電車の路線状況 

昭和 39 年(最盛期)の電車の路線状況 
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 このような中，平成12(2000)年に

函館市公共交通施策基本方針が策

定され，１地域２事業者であったバ

ス事業について民間事業者へ移管

することが決まり，その一方で施設

整備に多額の投資を要する軌道事

業については市営維持が適切とさ

れたことから，個別計画として２次

にわたる函館市交通事業経営計画

を策定し，バス事業の民間事業者へ

の移管とその累積資金不足額※の解

消を図りました。 

 

 現在も函館市の人口減少に伴って市電の市民利用は減少傾向にありますが，

平成27(2015)年度以降，函館アリーナや北海道新幹線の開業などによって国内

外の観光客等の利用が伸び，乗客数は増加しました。 

  しかしながら，令和２(2020)年２月以降は，新型コロナウイルス感染症の深

刻な影響を受け，市電の利用が激減したことにより運輸収益が大幅に減少した

ところです。 

 

 

【年表 函館市交通事業の主なできごと】 

 

年号 西暦 できごと 年号 西暦 できごと

明治30年 1897  亀函馬車鉄道株式会社（明治28年設立）による馬車 昭和34年 1959  湯の川温泉～湯の川間開通
鉄道の開業

昭和43年 1968  電車ワンマン運行開始
明治44年 1911  函館水電株式会社が買収

昭和49年 1974  「地方公営交通事業の経営の健全化の促進に関する
大正2年 1913  馬車鉄道の電化により路面電車(東雲町～湯の川 法律」(昭和48年制定)による財政再建団体の指定を受

間)開業(6月) ける。(～昭和63年 財政再建期間終了)
 函館区内開通(弁天町・谷地頭・若松橋・湯の川 各
区間)(10月) 昭和53年 1978  ガス会社前～五稜郭駅前間廃止

大正14年 1925  若松橋～万年橋間開通 平成3年 1991  函館市交通事業健全化計画策定(平成4～13年度)

昭和9年 1934  函館大火　電車48両・施設焼失 平成4年 1992  松風町～宝来町(東雲線)廃止

昭和18年 1943  函館市へ事業譲渡・函館市交通局発足 平成5年 1993  函館駅前～五稜郭公園前(ガス会社回り線)廃止

昭和20年 1945  鮫川～湯の川間軌道撤去 平成12年 2000  函館市公共交通施策基本方針の策定
 函館市交通事業経営計画の策定(平成12～21年度)

昭和25年 1950  亀田～宮前町間開通
平成13年 2001  バス事業を函館バス株式会社へ移管(～平成15年)

昭和26年 1951  宮前町～五稜郭公園前間開通
平成22年 2010  函館市交通事業経営計画(第2次)の策定(平成22～

昭和29年 1954  亀田～五稜郭鉄道工場前間開通 31年度)

昭和30年 1955  鉄道工場前～五稜郭駅前間開通 平成23年 2011  函館市水道局との組織統合により函館市企業局発足

廃止前日の五稜郭駅前(昭和 53 年 10 月 31 日) 
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（２）現在の路線と系統 

 

 

（３）主な車両 
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◆交通事業の整備状況 

 
 

 

 

 
 

 

  

令和5年度（令和6年3月末現在）

内　　容 内　　容

10.821 ㎞ 26か所

21.555 ㎞ 52か所

0.087 ㎞ 最  長 0.673 ㎞

2系統 最  短 0.247 ㎞

総　長 18.644 ㎞ 平  均 0.433 ㎞

最　長 9.466 ㎞ 1か所

最　短 9.178 ㎞ 30か所

平　均 9.322 ㎞ 31か所

37 両 18か所

客　車 32 両 10か所

除雪車 2 両 6か所

装飾車 3 両 5.5 ｍ

45.11年月 21.64 ㎞

70.6 人 1か所

区　　　分 区　　　分

営業路線

軌道亘長

停 留 場

停留場数

軌道延長 安全地帯

単線亘長
停留場間
距　　離

運転系統

系 統 数

系 統 長
待 合 所

上　  屋

広報装置

平均定員 営業所数

在籍車両

総　　数

信　　号

軌道専用

内　　訳

軌道優先

案内装置

軌道敷幅

平均車令 架 線 長

※ 在籍車両（車両表）

型番・通称
車両数
(両)

定員
(人)

全長
(mm)

全幅
(mm)

全高
(mm)

自重
(ｔ)

購入・改造
年　　　度

備　　　考

５００形 1 80 13,050 2,336 3,700 16.20 S27

７１０形 4 85 12,240 2,342 3,700 14.76 S35～S36

８００形 1 86 12,240 2,342 3,700 14.26 S41

２０００形 2 58 12,320 2,340 3,700 18.00 H4～H5

３０００形 4 58 12,320 2,340 3,700 19.00 H4～H7

７０００形 2 61 12,240 2,340 3,700 16.00 R1～R5 700形を車体改造

８０００形 10 80 12,240 2,340 3,700 14.56
H1～H8,
H23～H24

800形を車体改造

８１００形 1 60 12,390 2,340 3,700 16.50 H13
800形を車体改造
部分低床車

全鋼製超低床式電動客車 2連接
９６００形

(らっくる号)
5 62 13,250 2,340 3,700 20.00 H18～R5 超低床車

木造四輪復元電車
３０形

(箱館ハイカラ號)
1 33 9,706 2,286 3,750 10.35 H5 復元レトロ電車

低床式二軸八輪ボギー電動客車
５００形

(貸切専用電車)
1 80 12,510 2,336 3,700 15.40 S61

500形を車体改造
貸切専用電車

除雪車 木造四輪ブルーム式電動除雪車 ササラ電車 2 － 8,700 2,344 3,960 10.39 －

装飾車 低床式半鋼鉄四輪電動装飾車 花電車 3 － 9,100 2,337 3,722 8.80 －

区　　　　　分

客車

低床式二軸八輪ボギー電動客車


